
夏雲奇峰多し 

                                  高峰小学校長 井上真彰 

 産業革命前まで人間は自然の恵みを頼りにして自然な時間を生きていました。 

産業革命はそれまで家畜の力に頼ってきた人間の暮らしを人工の動力に置き換えることに成功する

と共に、自然な時間を工業的な時間に変える役割を果たしました。それまで農村で季節の変化に従って

生きてきた人間は工場が立ち並ぶ都市に集まり、生産性や効率を高めることに専念するようになったの

です。その過程で、なるべく時間を効率的に使うという考え方が生まれました。 

私たちはファストフードやコンビニなど多様なサービスを上手に使って「自由な時間」を創出し、旅

行や外食、買い物と自分の興味関心を満たすことで工業社会を生きる人生を謳歌してきました。ところ

が、80 年代に「自己実現」と「自己責任」という考え方が流行して、自己実現のためには人に迷惑さえ

かけなければ何をやってもいい。自分がのしあがることによって「おめでとう、よくやった！」と自分

を褒める。そういう自分本位な世界観が拡がってしまったのです。それに拍車をかけたのが 00 年代前

後に普及し始めたインターネット網です。人を頼らずとも欲しい情報は手に入る時代になり、私たちは

長い時間をかけてやっと手に入れた「自由な時間」をスマホでの情報検索や SNS に費やすようになって

しまいました。そこにコロナ禍が世界を襲い、人々の距離を決定的に拡げてしまったのです。こうして

私たちは人と付き合うことに時間を費やさなくなりました。 

人間にとって、時間とは本来「他者と共有するもの」です。80 年代には「自助」が、コロナ下では「公

助」が唱えられ、今は「共助」が求められています。それは、お互いが助けあう時代です。「頼ること」

「弱みをみせること」により生産的ではない時間を共有する。個人の欲求や能力を高めることよりも、

共に生きることに重きを置く。コロナ禍を克服し対面が可能になった今こそ、それを真剣に考えるべき

なのかもしれません。これからは管理された時間から心身を解放し、自然な時間の流れに沿って共助の

社会を目指すことが大切になってくるのではないでしょうか。 

夏休みが始まります。久しぶりに再開する地域の行事に子どもたちをぜひ参加させてください。多く

の人と出会い、他者と時間を共有することの心地良さを実感として理解させる又とない好機です。 

高峰小学校は地域と共にある学校です。これからもご支援とご協力をお願いします。 
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親子カヌー教室が行われました                    

 応援隊主催の親子カヌー教室が７月８日（土）に宮ヶ瀬湖畔の親水池を会場にし 

て行われました。程よい曇り空の下、３３人の子どもたちとその家族７２人、応援 

隊の皆さん、先生方が集まり、総勢１１５人もの参加がありました。一通りオール 

の使い方を覚えたらすぐに桟橋でカヤックに乗り込み、水面に押し出されます。初 

めは意のままにならないカヤックの挙動に戸惑っていた子どもたちも、すぐに慣れ 

て上手にオールを使いこなしながら楽しんでいました。 

ドッジボール大会を行いました                    

 ７月４日に体育委員会主催によるドッジボール大会を行いました。本校には１年 

生から６年生までが一緒に活動する縦割り班が８つあります。体育委員が事前に児 

童朝会や放送で告知し、校庭に練習コートを作って呼びかけていたので、各班が声 

を掛け合って休み時間に集まり、練習する姿が多く見られました。当日は予選、準 

決勝、決勝と勝ち進んだ「銀河」チームが優勝しました。写真は体育委員が優勝メ 

ダルを授与している場面です。 



９月の主な行事予定 
１日（金）始業式 下校指導 下校 11:00  

４日（月）特別日課 下校 11:50  

５日（火）給食開始 避難訓練 

８日（金）委員会活動 

１３日（水）あすなろ教室 

１５日（金）修学旅行１日目 

１６日（土）修学旅行２日目 １～５年課業日 

１８日（月）敬老の日 

１９日（火）振替休業 

２０日（水）あすなろ教室 

２３日（土）秋分の日 

２７日（水）キャンプ１日目 あすなろ教室 

２８日（木）キャンプ２日目  

２９日（金）クラブ活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 
●PTA 広報委員会さんによる運動会の写真掲示

が行われています。場所は児童昇降口を入っ

て正面１階廊下の壁面両側です。夏季休業中

も 8/14,15,16 を除き、平日は 8:25 か ら

16:55 の間日直がおりますので、一声お掛け

の上、ぜひご覧ください。 

思い出に残る夏休みを過ごすために             児童指導担当 石川 啓祐 

 ７月２１日から８月３１日まで、学校は夏休みです。その日数はなんと４２日。この長い夏休みを

有意義に過ごしてもらうために、高峰小学校では次の４点について子どもたちに指導しています。 

 

①きまりある生活 

・学校がある日と同じように｢早寝、早起き、朝ご飯｣を心がけて体の調子を整えましょう。 

・家の手伝いや自分にできる仕事を進んで行いましょう。 

・遊びに行くときは｢どこへ、だれと、何時に帰る｣を必ず伝えましょう。 

②学習は計画的に 

 ・宿題は計画的に取り組みましょう。 

 ・１学期の学習をふり返り、２学期に備えましょう。 

 ・たくさん本を読みましょう。 

③安全に気をつける 

 ・交通安全に気をつけ、自転車に乗るときは必ずヘルメットをかぶりましょう。 

 ・水遊びや花火などは大人と一緒に行いましょう。 

 ・スマートフォンやゲームは家族とルールを決めて使いましょう。また、歩きながらの操作はやめ 

ましょう。 

➃相手を自分を守る 

 ・SNS への不必要な書き込みや誹謗中傷は絶対にやめましょう。思わぬ形で個人情報が漏洩したり 

特定されて刑事事件へと発展したりする場合があります。 

 ・相手の気持ちを考えて連絡ツールを使いましょう。例え冗談でも罵詈雑言は相手が傷つきます。 

また、SNS に勝手に写真を掲示したり、編集して侮辱したりすることもやめましょう。 

 ・大麻や危険ドラッグ等を使用する若者が増えています。絶対に手を出してはいけません。自分の 

将来を狂わせます。相手を、自分を守れるように考えて行動しましょう。 

 

 

 

 

 

                              

 

思い出に残るたのしい夏休みとするために、以上の４点についてはご家族の皆さまからもお話をし

ていただきますようお願いします。 

※内閣府 スク

リーンタイム

の設定方法に

ついて 

  

 

※内閣府 上手にネッ 

トと付き合おう！ 

～安心・安全なイン 

ターネット利用ガイ 

ド～ 

  

 

※内閣府 み 

んなで知ろ 

う 危険ド 

ラッグ 

 

随時更新しています。 

ぜひ、ご覧ください。 

  

 ホームページ 


